
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GI 東京 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 斤量 能力 コース 馬場 血統 展開 総合 人気 印 結果 コース特徴

1 エアアルマス 松山 Majestic Warrior エーピーインディ Empire Maker ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 57 B C C B E D 10 消 5

2 インティ 武豊 ケイムホーム ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ Northern Afleet ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 57 A C C C D C 7 △5 6

3 カフェファラオ ルメール American Pharoah ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ More Than Ready ヘイロー 57 B A B B C B 1 △4 1 馬場レベル&バイアス

4 ヘリオス Mデムーロ オルフェーヴル ステイゴールド フレンチデピュティ サンデーサイレンス 57 D D C C E D 12 消 16

5 サクセスエナジー 酒井 キンシャサノキセキ フジキセキ ジャングルポケット トニービン 57 C E C B E E 15 消 15 血統傾向

6 アルクトス 田辺 アドマイヤオーラ サンデーサイレンス シンボリクリスエス ロベルト 57 B A B C A A 2 ◎ 9

7 ワンダーリーデル 横山典 ｽﾀﾁｭｰｵﾌﾞﾘﾊﾞﾃｨ ストームキャット マヤノトップガン ロベルト 57 C A B C B B 8 △1 3

8 ワイドファラオ 福永 ヘニーヒューズ ストームキャット アグネスタキオン サンデーサイレンス 57 C B C C E D 11 消 14

9 サンライズノヴァ 松若 ゴールドアリュール ゴールドアリュール サンダーガルチ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 57 B A C A B B 3 ◯ 11 展開

10 エアスピネル 鮫島駿 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 57 C A C C B C 9 ☆ 2

11 スマートダンディー 秋山真 エンパイアメーカー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ Mr. Greeley ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 57 E E D B D E 16 消 12

12 ヤマニンアンプリメ 横山武 ｼﾆｽﾀｰﾐﾆｽﾀｰ エーピーインディ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 55 C E C B D E 14 消 10

13 ソリストサンダー 北村宏 トビーズコーナー ダンジグ スペシャルウィーク サンデーサイレンス 57 C B B C A B 5 ▲ 8 データなど特記事項

14 オーヴェルニュ 丸山 スマートファルコン ゴールドアリュール タニノギムレット ロベルト 57 C C C B C C 6 △2 13

15 ミューチャリー 御神本 パイロ エーピーインディ ブライアンズタイム ロベルト 57 C E D B D D 13 消 7

16 レッドルゼル 川田 ロードカナロア キングマンボ フレンチデピュティ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 57 B D D C B C 4 △3 4

※評価はこのレース中の相対評価になります
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想定ラップタイムREVIEW

　この週の東京ダートは反則的にイン先行有利な馬場バイアス。もう道中でインを立ち回った馬しか前に行った馬しか走れないような馬場バイアスで、フェブラリーステークスももろにその馬場の影響を受け

た結果になった。道中でインを完璧に立ち回ったカフェファラオ、エアアルマス、ワンダーリーデルのワンツースリー。ただ、そんなバイアスがあったにしても決着時計はかなり速いと思います。
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ゴールドアリュール産駒の活躍が目立っている。

出走メンバーを見ても揉まれる競馬がダメな馬がインティ、エア

アルマス、カフェファラオ、サクセスエナジー、ヘリオス、ワイ

ドファラオとズラリと揃った印象。これだけ揃えば先行争いは激

しくなるでしょう。

◯1番人気 (4-2-2-2)　×牝馬(0-0-0-8)

△7歳上(0-4-2-53) ◯5歳　(4-3-4-23)

×美浦(1-1-0-21)　◯栗東(9-8-10-100)

×関東馬で当日5番人気以下(0-0-0-18)

×前走G2以下で10着以下(0-0-0-15)

×前走根岸Sで4着以下(0-0-0-33)

PREVIEW レッドルゼル=今までのレースぶりを見ても1200mで脚を溜める競

馬がベストという印象。前走の根岸Sの時点でも距離への不安が

あったが、その前走は軽い馬場でじっくり溜める競馬で力の違い

もあって克服してきた。今回はタフな馬場で距離延長でのGIとい

う条件悪化。

　東京ダート1600mで行われる2021年初のGIレース。1年に2回しか行われない中央競馬のダートGIになりますが、その中でも東京競馬場にしか距離がないダート1600mで行われるということで、よく考えてみる

とかなり特殊な条件。芝スタートでテンのスピードが速くなりやすいですし、１コーナーまでの距離が長いことで更にペースが速くなる。それに加えて、この時期はダート短距離馬が目標とするレースがない

ために少々距離が長いと思われる馬でもここに使ってきやすい。それら色々な要素が合わさることで、このフェブラリーステークスは前半ペースが速くなっての持久力勝負になりやすい。

　昨年も特に先行馬が多いわけではなかったが、ワイドファラオとアルクトスが競り合ってハイペースの展開に。近年でもスローペースになったのは2019年ぐらいですし、基本的にこのレースは速いペースに

なると考えておいた方がいい。

　今年の出走メンバーを見ても揉まれる競馬がダメな馬がインティ、エアアルマス、カフェファラオ、サクセスエナジー、ヘリオス、ワイドファラオとズラリと揃った印象。これだけ揃えば先行争いは激しく

なるでしょうし、前半ペースが速くなって例年通りに底力が問われるレースになるんじゃないでしょうか。

　本命はこの条件なら◎アルクトスを信頼していいはず。大跳びでワンペースの競馬しかできない馬で、左回りのワンターン戦で外めの枠から伸び伸びと走れた時だけ好走するキャラ。南部杯は全てが揃った

条件でレコード勝ちを見せましたし、その後の２戦は適性外条件で度外視可能。根岸Sは全てが向かない中で非常に強い4着でしたし、もうここは外めの枠さえ引ければベタに本命でいいんじゃないでしょう

か。

妙味大な馬
アルクトス=大跳びでワンペースの競馬しかできない馬で、左回り

のワンターン戦で外めの枠から伸び伸びと走れた時だけ好走する

キャラ。南部杯は全てが揃った条件でレコード勝ちを見せました

し、その後の２戦は適性外条件で度外視可能。根岸Sは全てが向か

ない中で非常に強い4着でした。

穴馬
エアアルマス=みやこSは長期休養明けで厳しい展開で失速。チャ

ンピオンズCは揉まれたくなくて逃げる競馬になって厳しい展開に

なった。今回はコメントを見ても控える競馬をするそうで、能力

的には今回のメンバーなら最上位級。とにかく外枠を引くことが

できて、揉まれずに末脚を活かせれば。

想定時計

1:35:1

危険な馬

2021/2/21

フェブラリーステークス ダート1600m 良想定 消耗 中荒れ C

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

このコース及びこの舞台は前半ペースが速くなりやすい

D=やや重い



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 エアアルマス 松山 消 D 10 5

2 インティ 武豊 △5 C 7 6

3 カフェファラオ ルメール △4 B 1 1

4 ヘリオス Mデムーロ 消 D 12 16

5 サクセスエナジー 酒井 消 E 15 15

6 アルクトス 田辺 ◎ A 2 9

7 ワンダーリーデル 横山典 △1 B 8 3

8 ワイドファラオ 福永 消 D 11 14

9 サンライズノヴァ 松若 ◯ B 3 11

10 エアスピネル 鮫島駿 ☆ C 9 2

11 スマートダンディー 秋山真 消 E 16 12

12 ヤマニンアンプリメ 横山武 消 E 14 10

13 ソリストサンダー 北村宏 ▲ B 5 8

14 オーヴェルニュ 丸山 △2 C 6 13

15 ミューチャリー 御神本 消 D 13 7

16 レッドルゼル 川田 △3 C 4 4

能力的にはここでも通用するものがあるが、昨年のフェブラリーステークスを見ても東京ダート1600mはスピード不足な印象。どうも南

関競馬でも大井専用機な感じがしますし、ここでは展開向いても厳しいか。

今回は条件的に全く合わなかった。それでも馬場バイアス合わない中

でこれだけ差してきたんだから立派。地元に戻ればやはり相当に強い

馬なんだろう。

今までのレースぶりを見ても1200mで脚を溜める競馬がベストという印象。前走の根岸Sの時点でも距離への不安があったが、その前走

は軽い馬場でじっくり溜める競馬で力の違いもあって克服してきた。今回はタフな馬場で距離延長でのGIという条件悪化。前走を見て

も最後は伸びが止まっていましたし、この距離延長は厳しそうな感じがします。抑えまで。

大外枠だったが川田騎手はこの枠なりに完璧に乗ってきた。最後まで

伸びているので距離は問題なさそう。反則的にイン先行有利な馬場バ

イアスに泣いた感じがします。

武蔵野Sではまずまずの好時計を2着に好走。ここに来ていきなり力をつけてきているのは事実で、前走もオープン戦とはいえ重い斤量

を背負いながらハイペースを早め先頭なら強い競馬。GIとはいえ今年のメンバーなら武蔵野Sと比べてそこまでメンバーレベルが高いよ

うには見えませんし、十分にやれていいんじゃないだろうか。

外を回して差してきたが、この日の馬場では外を回す競馬ではどうし

ようもなかった。今回に関しては馬場バイアスに泣いたのが全てだろ

う。

近走は折り合いが改善して3連勝。力をつけてきているのは確かだが、それでも色々と恵まれて連勝になっている感じはあり。中京ダー

ト1800mの道悪馬場は最も得意としている条件ですし、東海Sはかなりメンバーレベルが低かったことを考えても、未知数な東京ダート

1600mでGIとなると期待値は低いか。

積極的な競馬は見せたが、早々にスピード負けして垂れていった。今

回は条件が合わなかったという感じが大きいか。

ベスト条件の1400mでも重賞では厳しい印象。武蔵野Sは展開が完全に向きながら全く通用しませんでしたし、マイルの条件でGIとなる

と厳しいだろう。

最後は伸び負けていた。今回はメンバーレベル的にも距離的にも馬場

バイアス的にも厳しかっただろう。

ベスト条件は1200mという馬で、本質的には1400mでも距離が長い感じ。前走は久々で復調を見せた感じだが、今回はマイルのGI戦とな

ると明らかに距離が長そう。

ワンダーリーデルと同じような位置で競馬ができていたが全く伸び

ず。やはり距離が長いんだろう。

一時期はスランプに陥っていたが、ここ1年ほどはワンターンのマイル以下の条件なら毎回強い競馬をしている馬。末脚を存分に活かせ

る東京ダート1600mはベスト条件だと思いますし、今回はメンバーレベルもさほど高くなさそう。展開も向くとなれば上位評価でいい

じゃないだろうか。

スタートで出遅れ。この日の馬場では外を回す競馬ではどうしようも

なかった。今回に関しては馬場バイアスに泣いたのが全てだろう。

ダート短距離に矛先を変えてから復調傾向。プロキオンSと武蔵野Sを見てもワンターン条件なら強さを見せていますし、チャンピオン

ズカップは完璧に乗られたとはいえ、最後は差し込んできてまずまずのレースぶり。ここでも対応できておかしくないと見ます。

カフェファラオ、ワンダーリーデルの直後でインを完璧に立ち回るこ

とができた。ワンターンのダート戦ならこれぐらいやれるということ

だろう。

じっくりと構えて末脚を伸ばす競馬ならGIでもそれなりにやれていい馬。昨年のフェブラリーSでも惜しい4着に走れていますし、今年

も展開や捌き次第か。武蔵野Sは直線で詰まり気味で不完全燃焼の内容。もともと休み明けは走らない馬ですが、根岸Sでは最速上がり

で2着に走れていますし、順当に叩いて良化してくればこのメンバーならやれていいか。

馬場バイアスを読んでか、いつものこの馬からはなかなか考えられな

い位置を取ってきた。そこからインを捌いて完璧な競馬。鞍上の馬場

読みがとにかく光った感じだ。

典型的な一本調子のスピード型で、マイル戦で楽に先行できた時だけ好走する馬。近走は控える競馬で何もできておらず、今回は先手

を主張しそうな感じ。他にも先行タイプの馬は多いですし、展開的に厳しくなるんじゃないでしょうか。

角居調教師のラストGIということで、福永騎手は何が何でも逃げる気

概だったか。とにかくマイペースでハナを切れるところで変わる可能

性を考慮したい。

1400mの距離でスピードを活かす形で好走傾向。とにかく叩き良化型の馬で、使えば使うほどよくなっていくタイプ。確かに前走の根岸

Sは展開も向かずで無理矢理な競馬ではあったが、それでももう少し粘って欲しかったところ。前走内容からすると酒井騎手は無理矢理

に先手を主張しそうなのもネック。

スタートで出遅れて何もできずに終了。ちょっと衰えも出てきている

感じがします。

大跳びでワンペースの競馬しかできない馬で、左回りのワンターン戦で外めの枠から伸び伸びと走れた時だけ好走するキャラ。南部杯

は全てが揃った条件でレコード勝ちを見せましたし、その後の２戦は適性外条件で度外視可能。根岸Sは全てが向かない中で非常に強い

4着でしたし、もうここは外めの枠さえ引ければベタに本命でいいんじゃないでしょうか。

揉まれない外側を走れて田辺騎手は上手く乗ったはず。ただ、そうい

う騎乗では絶対に走れない馬場バイアスに泣いた。そもそもの能力面

での足りなさもあった感じはします。

ユニコーンSのレース内容はもうそのまま走ればフェブラリーSを勝てるレベルのもの。ただ、その後の走りを見ても揉まれるとダメな

タイプで、かなり好走レンジは限定される印象。アメリカ血統はキャリアハイの走りを再現できるかは微妙なところがありますし、今

回はベスト条件ではありますが内枠を引いてしまうと危うさはありそう。外枠を引ければ無難に評価するべきか。

内枠で序盤は揉まれながらも特に問題なし。直線だけ少し外に出す完

璧なエスコートで馬場バイアスを完全に味方につけた。好走レンジは

狭いが、この条件では抜けて強いということだろう。

前走の根岸ステークスはインに入って揉まれて前が詰まって不完全燃焼。ただ、距離的には1400mぐらいまでの馬だと思いますし、今回

はGIで距離延長で鞍上がデムーロとなるとさすがに厳しいんじゃないだろうか。

先行したがハイペースを揉まれて何もできずに終了。今回は全てが向

かなかった感じがします。1400mで揉まれない競馬なら。

みやこSは長期休養明けで厳しい展開で失速。チャンピオンズCは揉まれたくなくて逃げる競馬になって厳しい展開になった。今回はコ

メントを見ても控える競馬をするそうで、能力的には今回のメンバーなら最上位級。とにかく外枠を引くことができて、揉まれずに末

脚を活かせれば、今を時めく松山騎手が穴を開けてくれそうな気がします。この枠では・・・

イン先行有利馬場だったとはいえ、ワイドファラオに終始絡まれてこ

の結果は相当に強い。どこかで揉まれずの競馬ができればGIでも期待

できそうだが。

とにかくマイペースで気分良く先行できれば現役最強級に強い馬で、昨年シーズンはチャンピオンズカップだけ唯一そのパターンに持

ち込めた感じ。前半部分が緩みやすい中京ダート1800mはベスト条件に見えますし、東京ダート1600mはテンに速くなるので自分の形に

は持ち込みにくい。一応の抑えまで。

テンに行き足つかずに後方からの競馬に。それで馬場バイアスも全く

向かない中でこれだけ走れるんだから立派。まだ衰えてはいない。

PREVIEW REVIEW


